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福寿荘開設３０周年を祝して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周南市長　藤　井　律　子

　福寿荘開設３０周年、誠におめでとうございます。心からお慶び申し上げ
ます。
　現在、介護ニーズが増加している中、地域福祉の向上にご貢献いただいて
おりますこと、厚く御礼申し上げます。
　また、コロナ禍において感染症対策を徹底され、充実したサービスを続け

ておられる職員や関係者の皆様には心から敬意を表します。
　新しくなった福寿荘は、利用者の様々なニーズに対応できるよう、施設の機能が向上されたとお伺
いしております。さらに、感染症対策を万全に行えるよう別棟もつくられ、高齢者の皆様の生命と健
康をしっかりお守りできる素晴らしい施設になったのではないでしょうか。
　今後におきましても、福寿荘が皆様に愛され、地域福祉拠点施設としてますますご発展されますこと、
併せて、皆様のご健勝とご多幸を心よりお祈りいたします。

開設３０周年おめでとうございます
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

元新南陽市長　藤　本　博　吉
　　昭和のおわりころ新南陽市の緊急な課題として、独居老人の急増と和田
地区の人口減少という問題がありました。
　当時市内には老人ホームは無く、市民の要望もあり、まず老人ホームをつ
くり、それを機に和田地区の人口定住化を進めたいと考えました。

　そこで和田地区の市会議員と有力者に相談して、まず和田米光地区に特別養護老人ホームをつくり、
併せて精薄者更生施設「つくし園」を移設する。さらに住宅団地と下水処理場をつくることにしました。
　そしてホームの管理運営は「新南陽福祉の会」を創って委託し、施設名は公募して「福寿荘」とし
ました。
　平成３年６月に「福寿荘」は開設され、職員をはじめ関係の皆様の大変なご尽力と地域の方々のご
協力もあって、期待を大きく超える立派な活動をなされていることに、心から敬意と感謝を申し上げ
る次第です。
　今後益々の充実発展を祈念申し上げます。

福寿荘のさらなる発展を祈念して
　　　　　伊　藤　禎　亮

　開設３０周年、そしてリニューアル工事の竣工、心からお慶び申し上げます。
　平成元年、和田に老人ホームをつくると聞いたとき、「それはええことじゃ、
大いに進めてください」と賛同したことをよく覚えております。当時の藤本
新南陽市長は、「和田の発展なくして、新南陽の発展はない」と公言され、地
域の特性から馬神・米光地区を福祉、住宅、企業のゾーンとの計画を策定され、

実行されました。現在の発展はひとえに関係者各位のご尽力の賜物と存じます。
　また、和田地区自主防災協議会の会長を拝命中には、防災訓練への参加、地元自治会との非常災害
時相互応援連絡会議の設置など、防災意識の高揚にご協力いただきましたことに心より感謝しており
ます。言うまでもなく、雇用の機会の創出や福祉サービスの提供など、地元和田にとって大変有益か
つ有意義で多大なる貢献をされております。
　このたびの３０周年を契機に福寿荘のさらなる発展をお祈り申し上げます。

特別養護老人ホーム福寿荘

福寿荘開設３０周年を迎えて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会福祉法人 新南陽福祉の会

理事長　住　田　英　昭
　特別養護老人ホーム福寿荘は、急速に高齢化が進展する中、高齢者福祉の
拠点施設として、平成３年６月に入所定員５０人、ショートステイ１２人で
開設いたしました。現在は、入所定員７２人、ショートステイ８人で運営し
ており、利用者の皆様が「健やかに安心して日々の生活が送れるよう」常に

心のこもった、温もりのある施設づくりを目指して事業を実施する中で、令和３年６月１日に開設３０
周年を迎えることができました。
　これもひとえに、国、山口県及び周南市をはじめ、地域の皆様、さらには、多くのボランティアの方々
等すべての関係者の温かいご理解、ご協力と多くの職員の日々の努力の賜物であり、心から敬意と感謝
を申し上げます。
　さて、開設３０周年を迎えるにあたって、大きな２つの出来事がありました。１つは、福寿荘リニュー
アル工事であります。平成２９年度にリニューアル基本計画を策定し、平成３０年度に第１期工事、令
和元年度から令和２年度にかけて第２期及び第３期工事そして令和３年度に第４期工事を実施し、令和
４年３月に総事業費約６億５千万円で竣工いたしました。利用者の皆様に、さらに安全にそして安心し
て生活できる快適な環境を整備することができました。
　もう１つは、新型コロナウイルス感染症対策であります。山口県ではじめて陽性者が確認された令和
２年３月から今日に至るまで、「福寿荘では陽性者は一人も出さない」との強い思いから、利用者やそ
の家族の皆様方には面会の制限などのご協力をいただきながら、職員一丸となって感染防止対策に積極
的に取り組んでまいりました。今後も引き続き、利用者及びご家族の皆様方にはご不便をおかけします
が、感染予防対策に何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　多くの方々のおかげで開設３０周年を迎えることができました。今後も、福寿荘を取り巻く環境の変
化に適切に対応し、職員一同一致協力して、新南陽福祉の会の基本理念のもと、「敬愛の心」を持って、
きめ細かいサービスの提供に心がけ、多くの皆様に愛され、信頼される施設を目指してまいりますので、
引き続き、格別のご理解、ご協力を賜りますよう心からお願い申し上げます。

気持ちのよい笑顔とあいさつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別養護老人ホーム福寿荘

施設長　松　田　秀　樹
　「私は、気持ちのよい笑顔とあいさつを実践します。」
　毎朝、福寿荘職員行動規範を朗読し仕事につきます。毎朝の何気ないあい
さつや声かけを続けることが、自然な所作として身につき、入所者の皆さん
と心も繫がっていきます。

　これからも、日常の中に非日常のアクセントを添え、入所者の皆さんの「その人らしく」の生き方
ができる、そんな福寿荘でありたいと思っています。
　今まで支えていただいた皆さまに心から感謝申し上げます。
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総務課

・家族のため、社会のために自らの居場所に価値を見出そう！（弘中 基之）

・薫風や　笑顔あふれる　福寿荘　（松田 秀樹）

・豊かな自然の中で笑顔と安心をお届けします！福寿荘（川崎 茂昭）

・人の役にたつ場所に生かされることへ感謝　（佐田国信子）

・これからも入所者に喜ばれる施設を目指して頑張ります　（中嶋 亮夫）

・御利用者様に笑顔で過ごしてもらえるよう頑張ります　（栢野 和樹）

・満面の笑みと生き抜く力をつける。最後まで！　（有井貴久江）

・人間関係を大切にし、働きやすい職場を作ること　（吉重今日子）

・あれやこれ、自分の老いと重ねスキルアップ　（久保 広子）

・和田の里　仲間と飛ばすぞ　夢風船　（津島 朋子）

・福寿荘でのご縁に感謝です。「ありがとう」　（有吉志保江）

・私は「ありがとう」を声に出して言います。すべての人に感謝の気持ちを伝えます　（尾﨑　弘）

厨房

・30年間福寿荘で仕事をしてこれた事、すべての人に感謝です　（藤井真由美）

・笑顔を忘れず頑張っていきたいです　（佐古 佳子）

・「ありがとう」「感謝」の気持ちで頑張ります　（桃坂由美子）

・ムース食がしたい　（竹野内里絵）

・入所者の方に「おいしい」と言って頂けるような食事を作りたいです　（松田あゆみ）

・小さなことでもコツコツと積み上げて人の役に立てればと思っています　（藤井真紀子）

・食事が楽しい時間になる様日々頑張ります　（上杉千保子）

・『ありがとう』言える。感謝の気持ちを伝えることば　（重田志津江）

・新しい知識や技術を身につけ、入所者の方々に喜んでもらえるような食事を作りたい　（渡辺奈保子）

・ミスの無いよう緊張感を持ちつつ、明るく軽やかに動き回りたいと思います　（尾﨑こずえ）

・入所者様が「美味しい！」と言って食事を完食される事。（亀谷　亜由美）

看護課

・「いい始まりは、いい終わりを生む」私の誇りです　（福田久美子）

・感謝の気持ちと笑顔を忘れない！　（荒木由紀子）

・福寿荘が常に笑顔の耐えないそんな場所であってほしい　（有吉由美子）

・夢と誇りを持ち、仕事に日々精励する　（吉光 良子）

・気持ちの良い挨拶と笑顔を心掛けます　（中村 直子）

・認知症にならず、自分の思うように好きなことができる体で居られること。　（松野 静枝）

介護課

・利用者の方や職員が「ここに来てよかった」と思える施設にしたいです　（山田 昌美）

・利用者の笑顔がたくさん見られるように関りをもっていきたい　（原田 真吾）

・笑顔を大切に利用者様に寄り添っていきたい　（三浦めぐみ）

福寿荘職員の夢と誇り
・思いやりの気持ちを大切にし、接していきます　（松田 郷子）

・長い間続けてこられたことに感謝！長い間続けてこられたことが唯一の誇り !!　（田原 昭江）

・相手の立場になって、よりよい判断ができるようになる　（原田 惇平）

・笑ったり、悲しんだり、学んだり出来る仲間に出会えた　（藤田 律子）

・お客様の心が豊かに、生活が楽しくなるように　（河野 克政）

・利用者さんの笑顔を守りたい　（柳　千晶）

・仕事もプライベートも充実させていきたい　（越智 祐充）

・一日一日の積み重ねと笑顔と思いやり　（宮崎 仁美）

・心にゆとりを持って！「元気」と「ありがとう」が循環したらいいなぁ　（賀屋 洋子）

・介護に誇りを持ち、夢をつくりたい‼　（今村 勇太）

・「介護に対する思いを持ち続け日々努力していきたい」　（林　和正）

・利用者の皆さんに愛される職員を目指してこれからも頑張っていきます !!　（河村 柚祐）

・利用者第一の介護ケアできる職員　（堀　陽輝）

・信頼される介護職員になりたいと思います　（谷口　栞）

・  感 という字を大切にする　（佐伯晋一郎）

・笑顔と健康と安全・安心なケアに努めます　（佐藤 政子）

・皆が笑顔で過ごせるお手伝いを、誇りを持ち行います　（渡邉 早苗）

・「今日もありがとう」と言われると明日もがんばれそうな気がします　（佐伯 祐輝）

・日々学び、日々壮健　（重安 勇輝）

・家族と歩んだ 30年、感謝をもって皆にエール　（梶原登志子）

・笑顔と「ありがとう」に支えられて頑張った 20年　（藤井富美子）

・「あなたが来てくれる」と言われた言葉を励みに　（平賀美代子）

・利用者と職員の 1回でも多くの笑顔を求めて！　（西山 貴彦）

・福寿荘の職員の業務量を減らし、楽しく仕事ができるようになること　（吉安　諒）

・長年福寿荘で働き続けたことが誇りです　（田原 澄子）

・福寿荘で長年勤務させて頂き感謝しています　（多田 晴代）

・笑顔あふれる福寿荘になるよう職員一同　スマイル　スマイル !!　（浜田 満代）

・利用者の方が過ごしやすいと思える環境づくり　（津田 静香）

・利用者様の笑顔やありがとうが私のやりがい　（岡本 絵理）

・お世話する人、される人、毎日笑顔で過ごしたい　（魚谷美智子）

・周りの方の〝助かる″の言葉を励みに仕事しています　（藏本まり子）

・めいわくをかけずに働く　（高菅 美弥）

・ここで働かせてもらってるおかげで元気です。ありがたいです　（宮本三津枝）

・トイレ清掃という尊い仕事を与えていただき感謝しています　（藤井 美沙）

・働けることに感謝しながら健康に過ごす　（藤本 英子）

・元気でいつまでも働きたいと思います　（藤村 博子）

・今のまま元気で過ごしたい　（渡辺寿満子）

・いつまでも元気で仕事ができるといいです　（宮田 俊子）

・利用者様の笑顔のために仕事を 1日も早く覚えたいです。（杉山　祐紀）

・利用者様と職員が笑い合って過ごせる介護士を目指したいです。（古屋　貴文）
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社会福祉法人新南陽福祉の会設立認可
社会福祉法人新南陽福祉の会設立登記　理事長　小田好美氏
地権者（5戸 6名）と土地売買契約及び物件移転契約を締結
特別養護老人ホーム福寿荘用地造成工事着工
特別養護老人ホーム福寿荘建築工事着工
特別養護老人ホーム福寿荘建築工事竣工（2,369 ㎡）
特別養護老人ホーム福寿荘開所　　入所定員 50名、短期入所 12名
施設長　大嶋隆太郎氏就任
福寿荘デイサービスセンター事業開始
特別養護老人ホーム福寿荘給水設備及び排水設備切替工事完成
施設長　貞弘徳之氏就任
福寿荘デイサービスセンターにおいて配食サービス事業を開始
特別養護老人ホーム福寿荘増築工事着工
特別養護老人ホーム福寿荘増築工事竣工（南館 980 ㎡）
特別養護老人ホーム福寿荘　指定介護老人福祉施設の指定及び指定居宅短期入所介護事業の指定を受ける
定員変更入所 70名、短期入所 25名
福寿荘デイサービスセンター　指定通所介護事業者の指定を受ける
定員変更入所 74名、短期入所 21名
開設 10周年記念式典を行う
新南陽福祉の会広報誌「敬愛」第 1号発行
施設長　谷口安伸氏就任
理事長　原田豪夫氏就任
施設長　山本康夫氏就任
理事長　西村昭徳氏就任
近隣地元自治会と非常時災害相互応援協定を締結
新南陽福祉の会ロゴマーク決定
施設長　近森　進氏就任
開設 20周年記念式典を行う
特養の入所要件に「要介護 3」以上が新たに追加　入所定員 80名、短期入所 11名
法人本部事務局長　田中隆之氏就任
施設長　松田秀樹氏就任
理事長　近森　進氏就任
福寿荘デイサービスセンター　地域密着型通所介護事業者及び介護予防・日常生活支援総合事業
第 1号事業者の指定を受ける
特別養護老人ホーム福寿荘リニューアル基本計画書策定
入所定員 72名、11名　協力病院に周南市立新南陽市民病院
リニューアル工事第１期竣工
入所定員 72名、短期入所 8名
看取り介護開始
協力歯科医院になかたまり歯科
法人本部事務局長　弘中基之氏就任
新型コロナウイルス感染拡大防止のための相互応援協定書締結（周南地区）
風呂改修工事着工（給湯器設置、ガス配管工事含む）
風呂改修工事竣工（給湯器設置、ガス配管工事、特浴セレーノ設置含む）
リニューアル工事第 2・3期竣工（延床面積 151 ㎡増）
理事長　住田英昭氏就任
リニューアル工事第 4期厨房・職員休憩室を初めとする本館管理棟及びデイサービスセンター改修
リニューアル工事第 4期竣工　登記土地面積 10,108.1 ㎡、建物面積 3,498.50 ㎡
開設３０周年記念式典及びリニューアル工事竣工記念式典を行う

30年の歩み（1989年～2022年）沿 革施 設 内 紹 介
１ 本館・南館増築

２ 厨房

３ 職員休憩室

４ 駐車場
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